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関係する人や機関に話を聞いたり、協力

をお願いできます。あなたの考えや気持

ちを代わりに伝えることもできます。 
 

救済の申立て 
調整・調査 

解決する 
安心する 

『もう大丈夫！』と 

安心できるまで、話を聞いて、 

見守ります。 

相談する 

あなたの気持ちや 

意見をじっくり聴いて、

一番よい方法を一緒に 

考えます。 

関係する機関などに改善要請や 
意見表明をすることもできます。 
 

要請 
意見表明 

面談・電話・手紙 

ＦＡＸ・メール 

相談方法 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

平成28年度は、8案件について延べ47回実施しました。

【保護者からの電話】
保護者から「子どもが長期間学校を休んでいる。子どもは高校進学を希望しているが、どうすればいいのか分からない。」と、面談予約の電話がありました。

【子ども、保護者との面談を実施】
保護者は室内に入るなり溢れる胸の内を語り始めましたので、「子どもの問題の解決には、子どもの気持ちをしっかりと聴くことが基本となるため子どもとの面談を
先に実施したい。」とお伝えし、了解をいただきました。
子どもと保護者を個別に面談し、子どもに起きていることの具体的な事実や子ども自身の気持ちを丁寧に聴き取りました。子どもは「交友関係でとても深く傷ついた
ので、同年代の子どもがいる学校には行きたくない。しかし、高校進学か就職かなど進路を考えるとどうしたらいいのかわからない。」と話してくれました。
保護者は、学校の子どもへの対応に不信感を募らせ、学校に対して拒否的・批判的になっていました。

【調整活動の実施と結果】
子どもの権利擁護委員は、状況を確認するためには学校に出向く必要があると判断し、子どもと保護者の同意を得て学校訪問を行いました。
学校は、子どものことをとても心配していましたが「保護者の強い不信感から、話し合いを持てない状況にあり、生徒に会うことができない。」と語り、「“教育を受ける
権利”の観点から生徒の登校に向けて協力してやっていけないものだろうか。」と提案がありました。
そこで、子どもの権利擁護委員は、行き違い、もつれている糸を解きほぐす役割を担い、生徒、保護者、学校がそれぞれに抱えている気持ちや考えていることを伝え
るために、定期的に対話、提案等を行いました。
調査相談専門員は、子どもと電話やメールによる相談を何度も行いました。次第に、子ども自身の力の高まりが感じられるようになり、「進学に向けて学習したい。」
という気持ちが語られるようになりました。しかし、登校することには拒否的でしたので、公的機関の適応指導教室見学を提案し、調査相談専門員が同行しました。
学校の協力もあり、子どもは適応指導教室へ通うようになりました。さまざまな活動や行事に積極的に参加できるようになり、“自分らしさ”を取り戻し、安心して勉学
にも励みました。“安心”を取り戻した子どもは、時折は学校にも登校できるようになりました。子どもの好転は、保護者の学校信頼にもつながっていきました。

子どもの権利が侵害されている状態とは、子
どもを中心とするお互いの関係が歪んでいたり、
一方通行になっている状態と考えられます。
そのため、お互いの考えていることを理解し

合い、存在を認め合い、問題解決のために協力
し合えるように、関係を整える活動が「調整活
動」です。

調整活動

「子どもの最善の利益」（子どもの権利条
約第3条第1項、条例第3条第1号）を基本理
念とした支援の過程であり、子どもにとって
より良い状況が作り出されることを目指すも
のです。

調査活動

平成28年度は、救済の申立て案件はなく、前年度か
ら調査活動を継続していた「教職員等の指導上の問題」
について、終結としました。

☆ 事例は、一部を変更しております。

調整・調査活動をご紹介します！ 


